
 

成人用肺炎球菌ワクチンの接種について 定期接種用 

        （必ず、予防接種を受ける前にお読み下さい） 

 

肺炎球菌の予防接種を実施するに当たって、受けられる方の健康状態をよく把握す

る必要があります。そのため予診票にできるだけ詳しくご記入ください。ご高齢の方

でご自分で記入の難しい場合には、健康状態をよく把握している家族の方がご記入く

ださい。 

 

【接種を受けることができない方】 

 次のいずれかに該当すると認められた場合には接種を行ってはいけません。 

１ 過去５年以内に肺炎球菌ワクチンを接種したことがある方 

２ 放射線、免疫抑制等で治療中の方 

３ 明らかな発熱のある方 

４ 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方 

５ 本剤の成分によりアナフィラキシーをおこしたことがある方 

６ 上記に掲げる方のほか、予防接種を行うことが不適当な状態にある方 

 

【接種の判断を行うに際し、注意を要する方】  

健康状態及び体質により、次のいずれかに該当すると認められる場合には、

注意して接種しなければいけません。 

１ 心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患 

を有する方 

２ 予防接種で接種後２日以内に発熱の見られた方及び全身性発疹等のアレル 

ギーを疑う症状がある方 

３ 過去にけいれんの既往のある方 

４ 過去に免疫不全の診断がなされている方及び近親者に先天性免疫不全症の 

方がいる方 

５ 本剤の成分にアレルギーを呈するおそれのある方 

 

【接種後の注意】 

１ 接種当日は激しい運動を避けてください。（接種当日の入浴は差し支えあ 



りません。ただし注射したところをこすらないでください） 

２ 接種後に発熱したり、接種した部位が腫れたり、赤くなったりすることが 

ありますが、一般にその症状は軽く、通常数日中に消失します。 

３ 接種後は自らの健康管理に注意し、もし高熱や体調の変化、その他局所の 

異常反応に気づいた場合はただちに医師の診察を受けてください。 

 

【肺炎球菌感染症とは？】  

肺炎球菌は、肺炎、髄膜炎、敗血症、中耳炎、副耳鼻炎、気管支炎などの感

染症を引き起こす恐れがあります。特に肺炎球菌による肺炎は、他の病原体に

による肺炎に比べ、重症化しやすく、命に係ることもあります。 

肺炎は、細菌やウイルスなどの病原体が気道から肺に入って感染し、炎症を

起こす病気です。市中肺炎（日常生活を送っていて罹る肺炎）の原因となる病

原体で最も多いのが肺炎球菌で肺炎の約４分の１が肺炎球菌によるものといわ

れています。また６０歳以上の方がかかる肺炎の半数近くは肺炎球菌によるも

のです。 

【肺炎球菌ワクチンとは？】 

肺炎球菌ワクチンは、肺炎球菌による肺炎など、肺炎球菌感染症を予防する

ワクチンです。肺炎球菌による感染症の約８０％の予防に効果が期待できま

す。  ただし、免疫ができるまで平均１カ月程度かかり、個人差があります

が１回の接種で５年以上免疫が持続するといわれています。 

 

【重篤な副反応の発生時の救済制度について】 

定期の予防接種により引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必

要になったり、生活に支障がでるような障害を残すなどの健康被害が生じた場

合には、予防接種法に基づく補償を受けることができます。（予防接種と健康被

害との因果関係を国の審査会にて審議し予防接種によるものと認定された場合） 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

健康福祉課 健康増進係 

ＴＥＬ ５７－４１７１ 


